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第 ２７ 回 例 会 報 告（２月２日）  

【 出  席  報  告 】 
・会員数   ５４名          ・出席数   ３０名          ・欠席数  ２４名 

・当日出席率   ６３．６３％               ・前々回修正出席率   １００％ 

＜欠席会員＞藤田､原､檜垣(俊)､檜垣(巧)､平尾､飯､菅､吉良､桑森､光藤､越智(務)､尾越､重松､竹田､田中､吉武 

〔免除会員〕青野､原田､門田､金森､松本､村上､白石､八木 

<1/19 欠席補填>(1/30 今治北)青野(淳)､藤田､檜垣(賢)､檜垣(巧)､吉良､小堀､松木､越智(務)､竹田､田中 

◇会長報告・3RC 合同新年家族例会のご参加ありがとうございました。 

◇幹事報告・３月 22 日(木)～25 日(日)神戸 YMCA 余島野外活動センターにてライラセミナーが開催されます。

参加ご希望の方は事務局までご連絡下さい。 

・２月のロータリーレートは１ドル 78 円です。 
 

会員卓話 

◆島田雄二郎会員：＜私の育った時代＞浅田次郎の小説の書き出しに「昭和 26 年生ま

れの私は高度経済成長の世の流れに任せておけば自然と幸せになれた。」とあります

が、昭和 27 年生まれの私もまさに高度経済成長の真っ只中で育ち、父親は早朝から深

夜まで仕事で家におらず、電気冷蔵庫、カラーテレビなどの便利な物がどんどん増え

てきました。GDP は世界 2位、国民 1人当の GDP は世界 3位となりました。昭和 30 年

～48 年の高度経済成長の終わった後に私は社会人になりました。▼＜戦後教育のひず

み＞父親の世代は日本人としての自信と誇りがありましたが、私達は自信がありませ

ん。これは自虐的歴史観に基づく歴史教育、高度経済成長のひずみへの過度な批評の

ためです。戦後の歴史観を見直し、日本人が日本人として誇れる教育をすべきです。▼＜これからの日本の再

構築＞私が社会人となってから、オイルショック、バブル崩壊などで低成長時代となり、2000 年には国民一人

当の GDP は世界 18 位となりました。最近は、さらに、超円高、東日本大震災、タイの洪水のため日本は未曾

有の危機に瀕しています。東日本大震災は不幸なことですが、日本人の絆の深さは世界に誇れることで、掘り

下げるべきです。原子力発電所も果たしてきた経済的側面を議論すべきです。税と社会保障の一体改革は、将

来の国の姿を示すべきです。少子化問題では、改善しているフランスのように、3人目からの子供手当てを 3

倍にし、子供の教育、文化、レジャーの費用の割引を増やし、社会全体で子育てをすべきです。また、フラン

スでは、婚外出生が 50％をしめ、嫡出子との法律上の差別がありません。難しい問題もありますが、この差別

をなくすのも一案です。 

 

次 回 例 会（２月９日） 
【 ＩＭ報告 】 

             ＜配偶者誕生祝＞ 渡辺 昜廣氏（2/9） 

             ＜結婚記念日祝＞ 白石 洋治氏（2/11） 

             ＜入会記念日祝＞ 飯  忠悟氏（2/9） 

〔 笹 〕 

 


